
「地域の財産である歴史的建造物を守る専門家育成講座」

令和７年度 ヘリテージマネージャー育成講習会のご案内

福島県歴史的建造物保全活用促進協議会

平成23年3月11日の東日本大震災では、多くの建造物が被害を受けました。これらのなかには、地域の文化財

産とも言うべき歴史的価値ある建造物も含まれていましたが、修補や活用に関する専門家の的確な助言が無いまま

に、貴重な建造物が解体除却に至った事例も少なくありません。一方、平成２０年５月には「地域における歴史的

風致の維持及び向上に関する法律」が施行されるなど、いま、地域固有の文化的価値のある歴史的な建造物等の保

全活用を促し、地域の特性を活かした後世に引き継ぐまちづくりが求められています。これらの要請に応えるため、

歴史的建造物等の発掘、意義付け、保全活用設計や相談を行う専門家としてヘリテージマネージャー（歴史文化遺

産活用推進員）を育成するものです。

1.主 催：福島県歴史的建造物保全活用促進協議会

2.後 援：（公社）日本建築士会連合会、（公社）福島県建築士会、福島県 他

3.期 間：令和７年７月～令和８年１月 （延べ1３日 60時間【月2回、土曜日または日曜日】）

4.会 場：南東北総合卸センター（郡山市）福島県青少年会館（福島市） 他 福島県内

5.受 講 料： 一般／30,000円

学生／10,000円（申し込み時に学生証提示のこと）

スポット受講：1,000円／１日（興味のある講義のみ受講可能です。申込欄に希望日記入のこと）
※スポット受講の方はヘリテージマネージャーの認定はされません。

受講料は下記にお振り込み願います。

東邦銀行 県庁支店 普通預金 １４６３４４４

福島県歴史的建造物保全活用促進協議会

6.受講資格：歴史的文化遺産の活用による地域づくりに興味や関心のある方 ※受講資格が緩和されました。

7.募集人員：30名程度（定員になり次第締め切りといたします。）

8.講習内容：裏面カリキュラム参照のこと

9.申込期間：令和７年5月7日（水）～ ６月２７日（金）※定員に達し次第締切致します。

10.申込方法：下の受講申込書に必要事項を記載し、このまま下記の申込先宛にＦＡＸかE-mailでお送りください。

1１.申込み・問合せ先：福島県歴史的建造物保全活用促進協議会事務局 （公益社団法人 福島県建築士会 内）

Tel：024-523-1532／Fax：024-523-4644 e-mail：info@fukushima-aba.or.jp

福島ヘリテージマネージャー養成講習会（第1１期）受講申込書
フリガナ スポット受講

氏 名 生年月日 年 月 日 希望日

〒

ＴＥＬ： ＦＡＸ：

連絡先 E-mail

携帯電話 勤務先・学校名

注）該当するものがありましたら レ をつけて下さい。

資 格 □建築士（ ・一級 ・二級 ・木造 ） □歴史的建造物の保全活用実績10年以上

□行政職員・教育機関学生等※学生は学生証添付 □その他（ ）

mailto:info@fukushima-aba.or.jp


　　　　　　　　福島県歴史的建造物保全活用促進協議会

回数 期日・場所 内  容 講  師 講義 演習

0.開講式・オリエンテーション ・福島県建築士会　会長　遠　藤　一　善

1．ヘリテージマネージャー概論

      －その役割と展望、兵庫の事例から
・ひょうごヘリテージ機構H2O  　沢田　伸
    （全国ヘリテージマネージャー
                    ネットワーク協議会相談役）

     歴史文化遺産を活かした地域再生
・京都橘大学　文学部歴史遺産学科
　　　　教授　村上　裕道

2-1.福島県の文化財行政・景観行政・関係法令

令和7年7月26日 （土）
　・建築基準法と文化財保存

・福島県建築指導課
   主幹兼副課長　加藤　敏史

　・歴史まちづくり法によるまちづくり
・福島県まちづくり推進課
   主任主査　　齋藤　雅将

3-1．歴史的建造物の再生と活用

　・旧佐久間邸・伊達の古民家・蔵の郵便局　　再生と活用 ・（有）菊地設計　代表取締役　菊地　進 2

４．木造伝統構法演習

　・在来構法の継ぎ手と仕口（軸組模型演習）／道具使用実習 ・三浦工匠店(有)　　代表　三浦　慶顕 2

2-2.福島県の文化財行政・景観行政・関係法令

令和7年8月9日 （土） 　　・景観法概要、福島県の景観行政、補助制度等 ・福島県自然保護課　主任建築技師　　高木泉美

　　・福島県の文化財、登録制度、補助制度ほか ・福島県教育庁文化財課　文化財主査　香西太二郎

３-2．歴史的建造物の再生と活用

         猪苗代のギャラリー ・会津大学短期大学部　 3

         はじまりの美術館 　　　　教授　柴﨑　恭秀 1

４-1.市町村の文化財行政・景観行政・関係法令

令和7年8月23日 （土） 　・歴史まちづくり法によるまちづくり 磐梯町（予定調整中）

　・歴史まちづくり法によるまちづくり 会津若松市（予定調整中）

５．歴史的建造物の調査報告書・登録申請書のまとめ方

　　・登録有形文化財申請に係る「所見」の書き方ほか ・郡山女子大学　　准教授　長田　城治

令和7年9月13日 （土） ６．歴史的建造物の調査報告書のまとめ方（演習）
・福島県建築士会

　　現場調査演習・報告書作成演習 　ヘリテージマネージャー   有資格者

４-2.福島県の文化財行政・景観行政・関係法令

令和7年9月27日 （土） 　・歴史まちづくり法によるまちづくり 国見町（予定調整中）

　・歴史まちづくり法によるまちづくり 喜多方市（予定調整中）

7．歴史建造物の修補計画

　・文化財建造物と耐震補強
・東北工業大学建築学部　非常勤講師
　株式会社 構造計画代表　井上　剛志

３-3．歴史的建造物の再生と活用

　・文化財建造物の修復・保全・利活用
　　　旧堀切邸、福島市写真美術館、他

・株式会社 ボーダレス総合計画事務所
　代表取締役　鈴木　勇人

令和7年10月11日 （土） ８-１.文化財の修復（予定調整中）

　　安積歴史博物館（郡山市） 現地　担当者

令和7年10月26日 （日） ９．歴史的建造物の保全と活用

　・東日本大震災における歴史的建造物被害事例 ・文化財景観保全調査室

　・県内文化財建造物の保全修理実例、耐震予備調査ほか 　　　　　　　狩野　勝重

令和7年11月8日 （土） ８-１.文化財の修復（予定調整中）

　　開成館（郡山市） 現地　担当者

令和7年11月22日 （土） 10.１1福島県の文化財（予定調整中）

現地　担当者

令和7年12月13日 （土） １２.歴史的建造物を活用したまちづくり

・東北工業大学建築学部

            教授　中村　琢巳

令和8年1月10日 （土） 1３.地域のお宝発見

　　埋もれた地域財産の掘り起こし・発表と講評 3

　　アンケート・閉講式 1

34 26

8
1０：０0～17：０0

※　開催日、場所、講師　テーマは、都合により変更になることがございますのでご了承ください。

第１２回 13：０0～17：０0

南東北総合卸センター
「第7会議室」（郡山市）

・受講者プレゼン
・福島県歴史的建造物保全活用促進協議会
　会長からの講評

第１０回

413：０0～17：０0

南東北総合卸センター
「第7会議室」（郡山市）

413：０0～17：０0

南東北総合卸センター
「中会議室」（郡山市）

第９回
4

13：０0～17：０0

4

第7回
4

13：０0～17：０0

4

南東北総合卸センター
「第7会議室」（郡山市）

第6回

10：０0～17：０0

2

令和７年度　福島ヘリテージマネージャー育成講習会プログラム（案）

第1回

令和7年7月12日 （土）

4
13：０0～17：０0

南東北総合卸センター
「第７会議室」（郡山市）

第２回

第３回

10：０0～17：０0

10：０0～17：０0

第１１回

 福島県青少年会館（福島市）

福島市民家園
（福島市）

第４回
1０：０0～1２：０0

13：０0～17：００第５回

第8回

ホテルリステル猪苗代
ウィングタワー2F「白鷺」

（猪苗代町）

南東北総合卸センター
「第７会議室」（郡山市）

2

2

4

2


